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学校番号

令和 8 年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）

福岡県立 折尾 高等学校

　本校は日頃の教育活動を様々な機会に地域に
還元することで地域から愛されている学校であ
る。しかし、クラス数減に伴い職員数が減少す
る中、これまでどおりのことをこなすには非常
に限界がある。そのため、今の教育活動の質を
保つためにも、業務内容や業務の進め方を見直
すとともに、学年、分掌の横のつながりを重視
し、より効率的かつ効果的に教育活動を行う必
要がある。また、年度途中に教育活動の進捗状
況を確認し、必要に応じて見直す必要がある。

高い専門知識と技術・技能を身に付け、それぞれの専門分野で主体的に活躍し、地域活性化の原動力となる人材を育成する

学校運営計画（４月）
評価
（総合）

「学校力」の向上と戦略的譲歩発信
～創立70周年を契機とした「地域に信頼され、選ばれる折尾高校」の
進化

① 創立70周年記念行事を成功させ、地域・同窓会との絆を深めるとともに、生徒・教職員
の母校に対する誇り（シビックプライド）を醸成する。
② デジタル媒体を活用した戦略的な広報活動を展開し、本校の特色ある教育活動と「お
りこうブランド」の魅力を、中学生や社会へ広く発信する。
③ 授業改善を核とした「同僚性の構築」を推進し、若手とベテランが互いに学び合い、支

え合いながら共に成長する温かい教職員集団を創造する。

「確かな学力」と専門性の深化
～ＩＣＴとリフレクションによる、新時代の「実学」の創造～

① 従来の指導法に固執せず、生成AIを含むICTを効果的に利活用し、「個別最適な学
び」と「協働的な学び」を一体的に展開する。
② 授業アンケートや観点別評価の充実を図り、「指導と評価の一体化」によって、生徒が
自身の変容を自覚できる授業づくりを推進する。
③ 令和9年度の新教育課程（コース制）導入に向け、多様な進路希望に柔軟に対応でき
るカリキュラムの研究・準備を推進する。

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

　「地域社会で活躍できる産業人材を育成する学校」　
　商業・家庭の各分野において、将来の職業生活につながる実践的で協働的な教育活動を展開することにより、高い専門知識と技術・技能を身に付け、それぞれの
専門分野で主体的に活躍し、地域活性化の原動力となる人材を育成します。

・豊かな人間性と地域への愛着を有する生徒
・新たなものを創造する意欲があり、社会的自立を目指す生徒
・各学科への興味関心と主体的に学ぶ姿勢を持つ生徒
・多様な人々と協働し、社会に貢献しようと挑戦する生徒
・部活動や生徒会活動に意欲的に取り組む生徒

・外部講師（専門家）を有効活用した専門性の高い授業の実施
・生徒の自己肯定感を高める資格取得と地域交流事業の実施
・ひいらぎ祭（文化祭）を通してアントレプレナーシップの育成
・部活動や生徒会活動への積極的参加を通した豊かな人間性の育成
・進学にも就職にも対応した柔軟なカリキュラムの編成と実施

・広い視野と柔軟な発想をもち、地域や産業の発展に向けて新たな価値を主体的に創造する力
・専門的な知識・技能と実践力を生かし、社会の変化や困難な課題の解決に失敗を恐れず粘り強く挑戦する力
・礼節と誠実さを重んじ、互いの個性を尊重しながら多様な人々と協働する力

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

年度重点目標

学校運営方針

昨年度の成果と課題

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

具体的目標

「豊かな心」の育成と安心・安全な集団づくり
～人権尊重と特別支援教育の視点に立った「鍛ほめ」の実践～

① 「鍛ほめ福岡メソッド」を基盤とし、学校行事や部活動を通じて、生徒の自尊感情、企
画力、困難に立ち向かう力を組織的に育む。
② 全ての教育活動において「人権教育」を推進し、多様性を認め合い、いじめを絶対に
許さない、互いに尊重し合える集団を育成する。
③ 特別支援コーディネーターを中心に、SC・SSW等と連携した多層的な支援体制を確立
し、一人ひとりの特性に応じた合理的な配慮と適切な支援を実施する。

「主体的な進路」の実現とキャリア開発
～70周年の伝統を力に変え「未来を切り拓く力」の育成～

①地域社会や産業界と連携したインターンシップ等の実践的な学びを通じ、実社会の課
題解決に挑むアントレプレナーシップを醸成する。
②キャリアパスポートを活用し、高度資格試験や大学進学など、生徒一人ひとりの高い志
に応じた柔軟かつ高度な進路支援を行う。
③各学科とキャリア教育部の連携のもと、３年間を見通した体系的探究活動の在り方を研
究・計画する。
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生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

人権教育推進委員会と連携し、生徒の情報交換を適切に行う。いじめの未然防止・早期発見に努め、
職員研修を通して教職員のスキルアップを目指していく。

・いじめアンケート及び学校生活
アンケート
・いじめ早期発見のための家庭
用チェックリスト

・授業評価アンケート

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

70周年記念式典の成功と主体的な
学校行事の運営

校訓を基軸とした心豊かな生徒の
育成

生成AIを含むICT等を活用して、「問いの質向上」と「継続できる仕組」を意識して取り入れたリフレクショ
ンに進化させ、単なる感想ではなく思考を深める学習活動を実施する。

・中学生体験入学、オープンス
クールアンケート実施

ＰＴＡ新体制の移行を円滑に行い、各分掌と調整を図って、ＰＴＡの連携強化に努めることで「チーム折
尾」としての学校力を高める。

情報共有体制の強化と定着

評価項目

生徒育成部

修学課

保健厚生課

生徒指導課

・心の健康相談案内
・性の健康相談案内
・健康診断結果

保健だよりや掲示物による啓発活動に加え、SCとの連携による相談体制の周知を行い、生徒や保護
者の心身の健康について考える機会を設ける。

防災訓練の実施を中心に、避難経路や緊急時の行動について事前・事後の指導を行い、生徒の主体
的な安全行動を育成する。

年間・月別行事の連絡徹底

学校行事・式典などの円滑な運営

新教育課程（コース制）の導入

「指導と評価の一体化」の拡充

効果的なリフレクションの実施

生徒が安心して学校生活を送れる
環境の整備

各分掌と連携を図りながら全職員が共通認識のもと円滑な運営となるよう支援に努める。また行事の
記録・反省をデータ管理して誰もが業務を滞りなく運営できるように工夫する。

・PTA役員からの意見聴取
・PTAアンケート

月別行事予定は１か月前までに職員配付とクラス掲示を行う。またHPにも掲載、定期的な更新を行い、
広報活動の一助となるように努める。

中学生体験入学等の実施内容の見
直し

防災意識の向上と支援体制の充実

心身の健康教育を推進し、安心・安
全な集団づくりを図る

学校環境を整美し、安全で落ち着い
た生活環境を整える

教職員の人権に関する知識や意
欲・態度・実践力の育成

生徒・家庭に対するきめ細やかな相談体
制の確立と、支援体制の強化

・人権・同和教育に関する生徒
アンケート

本校のブランド力を高めるために、多様な進路希望に柔軟に対応できるカリキュラムにブラッシュアップ
し、保護者や中学校に変更の目的と効果をきちんと説明する。

情報の共有と活用によってペーパーレス化をさらに進める。ClassroomやGoogleフォームの使用と定
着。Canvaの研修等を実施して、活用できるようにする。

中学生体験入学等の内容を見直し、より中学生に本校の教育活動の内容と魅力が伝わるような体験
入学を実施していく。

公式インスタグラムの計画的な更新と生徒の日常を発信し、中学生に本校の魅力を生徒目線で発信し
ていく。そのための組織作りと流れを作成・運用する。

日々の学校生活の中で礼儀や社会人としてのマナーを身につけると共に、感謝の気持ちを忘れず、間
違った行為をした時には、素直に謝罪ができる生徒を育成していく。

生徒主体で70周年記念式典を成功させる。そのため学校行事を通してリーダーを育成し、生徒が主体
的に参加できる学校行事を目指す。

教務部

情報広報課

庶務課

教務課

本校の魅力を生徒主体の広報目線
での情報発信

誰もが相談しやすい体制を整え、周知を図る。修学課を中心に、人権委員会・ケース会議で個々の生
徒の情報共有を密に行い、家庭や地域と連携しながら、個に応じたきめ細やかな支援を行う。

差別を見抜く感性と、自他の人権を守ろうとする意志と
実践力を育成する人権教育の推進

校内研修の改善・充実を図るとともに、校外研修での成果を全職員で共有し、教職員の人権感覚の向
上と、人権学習教材の効果的な活用に結びつける。

自分も他の人も価値ある存在として尊重し、互いの命を守る意識を高めるために、人権教育特設授業
の充実を図るとともに、全教科・全領域での人権尊重の視点に立った教育活動を実践する。

ＰＴＡの連携強化

「評価」を学習過程に埋め込む設計をする。そのために評価基準を生徒と共有し、日常的に評価し、
フィードバックすることで深い学びにつなげ、生徒が自身の変容を自覚できる授業を展開する。

清掃活動を通して環境整備の充実を図り、生徒の公共心と規範意識の向上に繋げると共に、危険箇所
の早期発見と改善に努め、安心して学校生活を送ることができる環境づくりを進める。
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進路実現のための基盤作り

進路実現へ向けての準備を支援

学校行事で核となるリーダーの育成

所属感や連帯感の育成

希望進路の実現

社会に通用する人材の育成

自覚ある行動の推進

積極的な広報活動

専門的職業人の育成

体験活動等を通したビジネス教育の
深化

第一学年

第二学年

第三学年

商業科

朝の読書を継続することで生徒の読書習慣の定着を図る。図書館利用を促し、読書を通じて得た知識
や思考力を学習に生かせるよう支援する。

基本的生活習慣の確立・基礎学力
の充実

学校行事・部活動への積極的参加
の促進

生徒の可能性を引き出すキャリア教
育の推進 ・進路希望調査

・進路課外調査
・インターンシップ等参加率
・進路実績

・授業評価アンケート
・学校生活アンケート
・進路希望調査

体育大会や文化祭、修学旅行に主体性を持って関わり、自分の役割を果たすように促す。生徒への声
かけ、面談等を通して生徒理解に努め、各生徒が力を発揮できるような場面を設定する。

部活動生やクラス委員を中心に学校行事を運営していく。そのため定期的な集会や会議を実施し、リー
ダーとしての自覚を育成する。部活動生が様々な場面で学年を引っ張り、盛り上げる。

インターンシップやオープンキャンパスへの参加を通じて、進路実現のために必要な力とは何か、それ
を身に付ける具体的な方法を見つけられるように支援する。

図書館利活用の推進

ＩＣＴ利活用の推進

授業改善を目指した公開授業

希望進路の実現に向けた進路支援
の充実

進路希望に応じた進路別集会や情報提供を行い、適性に応じた進路提案や放課後課外、小論文・面
接・履歴書指導、進路対策講座や応募前職場見学等を、学年・教科・関係機関と連携して実施する｡

多様な進路に対応する指導体制の
確立

各学科と連携し探究活動の成果を進路指導に生かすとともに、多様化する入試形態に対応できるよう、
職員研修会や企業・学校説明会・外部機関も活用しながら情報共有を図り、指導体制を構築する｡

・授業評価アンケート
・学校生活アンケート
・進路希望調査

学校行事、生徒会活動、ＨＲ活動等に積極的に参加する態度を養い、よりよい人間関係を構築する。
部活動加入を奨励し、顧問との連携を図りながら部活動の活性化を図る。

遅刻・欠席・早退の防止に努めるとともに、自らが正しく考え、判断し、行動できる態度を養う。授業を大切にし、１年
次の学習内容の基礎・基本を定着させる学習指導を工夫するとともに、予習・復習を徹底させ、家庭学習の充実を
図る。教室の整備、特に掃除の徹底を指導し、落ち着いた学習環境作りに努める。

授業・ＨＲ活動・学年集会等を活用し、３年後を見据えた進路意識が確立できるよう助言･指導を行う。
資格取得（高度資格を含む）に対して意欲的に取り組ませる。

・公開授業月間参観後アンケー
ト

学校行事や部活動で最高学年として学校・学年を引っ張り、結果を出す。学年全体の統率力を強め、
70周年に相応しい学年にするとともに、母校に対する誇り（シビックプライド）を醸成する。

常に感謝を忘れず、謙虚に誠実な生徒を育成する。社会の変化や困難な課題の解決に逃げずに、失
敗を恐れず粘り強く挑戦する力を養う。

高度資格試験や大学進学など、生徒一人ひとりの高い志に応じた柔軟かつ高度な進路支援を行う。

・授業評価アンケート
・「商業」に関する学科を卒業す
る生徒に対するアンケート（県商
業部会）

学校行事、「課題研究」の授業を中心に、地域や企業との連携を強化し、実際のビジネス現場を体験す
ることで、理論と実践を結び付け、生徒の実務知識やビジネススキルを深化させる。

資格取得を奨励し、実務能力を証明できるスキルを身に付けさせ、卒業後の就職やキャリアアップにつ
ながる確かな基盤を作る。

中学生・保護者、地域の方々に「商業」の学習活動や成果と魅力を伝えるため、ＳＮＳやホームページ、
出前授業等で生徒の活躍や授業の様子を積極的に発信する。

・授業評価アンケート
・学校生活アンケート
・進路希望調査

キャリア教育部

研修図書課

キャリアパスポートの計画的活用や実社会と関わるインターンシップ等の体験学習の実施、また、進路
セミナーやガイダンス等の充実を図ることで、進路意識の向上と課題解決力の育成につなげる｡

進路指導課

授業改善に向けた公開授業を実施する。また、若年研修等における研究授業等を通して、効果的な指
導方法や評価のあり方について、知識とスキルの向上を図る。

ICTを活用した授業方法等について情報を共有し、全職員のスキルアップを目指す。生成ＡＩや授業に
効果的なアプリの利活用を促進し、業務のスリム化に役立てる。
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事務部

家庭科

専門性の高い実践的な学び

迅速な広報活動

キャリア教育の推進

光熱水費・通信費など管理費の節
減

予算の有効活用と迅速な執行

予算管理

・家庭に関する学科を卒業する
生徒へのアンケート（県産振家
庭部会）
・生徒授業アンケート中学生や保護者、地域に対して、特色ある学科の成果や魅力ある学科の取組をメディアやＳＮＳを通じ

て、迅速に発信していく。校内の掲示物や展示品の更新など校内環境の整備に努める。

限られた予算で最大限の効果・成果を出すため、予算の有効活用を行う。

電気代の高騰・郵便料金の値上げにより分権予算への圧迫が大きいため、無駄な電気は使用しない、
極力メール・ファックスで送付を行う等、より一層の節電節水・節減に努める。

ICTを適切に効果的に利用できる生徒を育成することで専門性の深化を図る。外部講師や地域連携な
ど実践的な学びを取り入れて「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に展開する。

地域社会や産業界と連携した実践的な学びやインターンシップ、オープンキャンパスなどを通じて、主
体的な進路実現に向けてキャリア支援を行う。
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